『認知科学概論』12章, 18p. by 柴田 正良 & Shibata Masayoshi
第 12 章 
 











































































































































































 SV についてのもう一つの論点。この SV は、脳を含めた身体すべての完全なコピーが存在するなら、そのコピー
は心的状態の完全なコピーともなっているということを含意する。いわば、世界の物理的性質を決定すれば他のす
べての性質も決定される、という意味での物理的性質への依存性を主張する点で、この立場は物理主義なのである。 
 上の「因果関係と SV」は、SV 関係の特徴をまとめたものだ。黒い曲線は物理的世界の限界を示している。そこ
で、その範囲外に心的出来事が存在し、それが身体動作という物理的出来事の原因となるなら、脳状態とともに過
剰決定の事態を引き起こす（図の左側）。したがって、心的出来事は出来事（●）として物理的世界の外側に存在



































「Px ⇔ (M1x ∨ M2x ∨・・・∨ Mnx)」。これはこう読む。 
「ある行為者 x が心的状態 Pにあるならば、x は基盤状態 M1 にあるか、あるいは基盤状態 M2 にあるか、ある
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